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「「2019 ぎふ平和のつどい」 

実行委員会 編集 

       （委員長：平井花画 ） 

    事務局：「岐阜・九条の会」 

     （岐阜県教育会館３F 304 号） 

    平和への強い願いをこめて、「平和のつどい」を成功させましょう              

  7 月 21 日、参議院選挙の投票が行われました。憲法 9 条 

 を変えて再び日本を戦争に巻き込もうとする安倍政権に対 

 して、痛撃をあたえることができるかが最大の焦点でした。 

  結果は、野党が一人区ですべて統一候補を擁立し奮闘した 

 ことが効を奏して、改憲勢力は 3 分の 2 を維持できません 

でした。でも、安倍首相は何としても改憲を実現しようと、 

様々な画策をしています。 

 これに対して、二度と戦争をさせない私たちの強い願いを 

表すために、「平和のつどい」をぜひ成功させましょう。 

       「9 条に恩返しをしたい」と語る那須さんに期待  

  私の所属する「日本児童文学者協会」は、戦後まもない 1946 年に結成された。そこには、 

子どもたちが再び戦火にさらされることのないよう、また子どもの本の書き手が二度と子ども 

たちを戦場に追いやるような作品を書かないという強い願いがこめられていた。 

那須正幹さんは、2007 年その日本児童文学者協会の第 15 代会長に就任している。地方を 

拠点にする作家の会長就任は大きな話題を呼んだ。那須さんは、広島生まれ、4 歳の時に自宅 

で母親の背に負ぶさって被爆している。こうした体験から戦争や平和の問題について殊更に思 

い入れが強い。 

「私自身、9 条がなければ、ベトナム戦争に出兵させられていたかも知れない。9 条に守ら 

 れてきたとの思いがあり、今度は 9 条に恩返ししたい」と言い切る那須さんの講演を待ち望ん 

でいる。                堀野慎吉（児童文学作家、岐阜創作集団コボたち） 

       那須さんの新作『ばけばけ』を読んで  

小学校の学級文庫に「ズッコケ三人組」シリーズが並んでいて、読書好きな子    

たちが早い者勝ちで読んでいたのが懐かしい思い出です。あの「ズッコケ」作者

の那須正幹さんのお名前に、昨年「ばけばけ」で再会しました。「ばけばけ」も

「ズッコケ」で描かれている世界に通じるところがありますが、全く違ったエ

ンターテインメント性のある小説に仕上がっていて、ドキドキしながら読み終

え、素晴らしいなあ。と思いました。 

どちらの作品も、主人公の三人組は魅力的ではあるけれど、ごく普通のサエ  

ない奴らです。でも、苦しい人の事は放っておけないし、悪い事は許しておけな

い正義の人たちです。 

自分にとって正しいと思う事柄を口にしにくい時代になってしまいました。 

「憲法を守りたい」と言った人が「専門家でもないのに！」と叩かれるなんて事

はザラです。平和な暮らしを守りたいのも、子ども達に殺人をしてほしくない   （ポプラ社刊） 

のも当たり前の気持ちなのに。 

今回のつどいでは、広島県出身那須正幹さんならではの、市民目線の鋭いお話が聞かせていただけるだ 

ろうな、と楽しみにしています。       二俣佳織 （富加町大平賀・喫茶店”Peace” 店主） 

2019 ぎふ平和のつどい 

2019 年 11 月 3 日（祝） 

13:30～16:00  受付：12:30 

会場：岐阜市民会館大ホール  

講演： 那須正幹さん（児童文学作家） 

「ズッコケ三人組平和を語る」 

 



 『茶色の朝』におもう  

 私は３７年義務教育の現場で働いた。その間、学習 

指導要領の書き換えと、それに伴う文科省や教育委員 

会からの各種「注文」、それを受けて行われる各学校 

での授業や評価（通知表）の「改革」など、様々な変 

化が学校現場に起きた。 

それらは大抵、「子供のため」「学力向上のため」な

どの美しい言葉で飾られていたが、現場の教員に労働

強化と窮屈さをもたらした。さらには道徳教育（「愛 

国心」教育）・英語教育・IT 教育、校長・教頭による 

「教員評価」も加わり、現場は・・・。 

しかし、教員にとって、「子供のため」は究極の殺 

「茶色の朝」練習風景          し文句だ。どんなに忙しく窮屈になっても、多くの教  

                        員が黙々と仕事を続けている。 

   『茶色の朝』を読み返して思い出したのは、このような学校現場の経験だ。教員も教えられた「子供」 

も、多くが声をあげることもなく、日々を送っている。この作品が劇団「風の子」によってどう演じら 

るのか、楽しみである。               井川敏郎（島中学校区九条の会）  

 増田さん いまからとっても楽しみです  

 「あの日の授業～あたらしい憲法のはなし～」などを作曲し、 

 歌っていた安川誠君（故人）は私の友人。その誠君とほぼ同時 

 期に笠木さんと活動を始めた増田さん。だから笠木さんのコン 

サートに初めて行った時から、増田さんは笠木さんの横でギタ 

ーを弾いて歌っていた。スタイルが良くて甘い声。「まぁステ 

キ！」とたちまちにファンになりました。 

それからずっと笠木さんに寄り添い、共に活動して来られた 

増田さんは、笠木さん亡き後もその思いを歌と語りで伝え続け 

ています。この「平和のつどい」で歌う約束をしてたのに逝っ 

てしまった笠木さん。その平和への熱き思いも込めて歌って下 

さることでしょう。今からとっても楽しみです                   「笠木透追悼 in 茨城」での増田さん 

                            靑木眞理（岐阜・九条の会） 
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 フロア展示：どしどし応募願います！ 

今年は、平和を希う絵手紙、俳句、川柳、短歌、

詩などを、皆さんから寄せて頂き展示します。 

こぞって応募願います。スペースのある限り展

示します。 

作品はすべてハガキに書いて届けて下さい。

締切は 9 月末です。展示方法は実行委員会にお

任せ願います。なお、応募作品は返却しません

ので、ご了解願います。 

＜送り先＞ 

〒500-8879 岐阜市徹明通 7-13   

岐阜県教育会館内 「岐阜・九条の会」気付  

ぎふ平和のつどい実行委員会 

＜問い合わせ＞ 090-3838-8181 (井平) 

 できるだけ前売券を購入願います！ 

 今年の企画は盛りだくさんで、入場料は 

1000 円です。しかし、前売券を 800 円 

とします。できるかぎり前売券を入手して 

 下さい。入手は、各会、団体の実行委員の 

方から直接買い求めるか、チラシ裏面の 

申込み用紙、またはメールで申し込み願 

います。 

  岐阜市役所西に駐車できます！ 

 今年も、岐阜市と岐阜市教育委員会から 

後援を得ましたので、岐阜市役所西隣の駐 

車場が使用できます。約 100 台です。 

とくに遠方の方は事前にお知らせ願います。 

 

 


